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科學劇場としてのグリフス天文畳

高 村 生

本文の筆者高村氏はフル1ツスタンドに就働しなが

ら，絵暇をぬすんで天文學を勉強してみる所謂素人

天丈學者である．ボスから貰ふ週給で天四望蓮鏡を

自分で作b毎晩天童を覗いて幽久の紳秘の扉を開か

んとしてみる・グリフス天文前山にも認められ近く

科學雑誌へ研究の結果を登表することになってみる・

　　　　　　　　　　　　　　は　し　が　き

　しお月一南無々々一1と背中の孫に月をおがむことを教へた老婆があった．

L七夕の天の川「とes　vsた短冊を若竹にむすんで，天上の懸を思ひつ」銀河の

爾岸に輝く星を眺める人々がある．通俗なる天文學の端緒はこXから始ま

る。そして天を仰V・で人生を思ふ情趣は理智的嚢達を目指してのびてゆくの

である．自然の驚異は知れば知るほどその興味をそNるもので，今は顯こえ

ざる晋を聞き，見えざるものをも見なければ承知の出來ぬ時代となって來た

さうした心持ちを最も現代的方法によって助長さすために，設立せられたの

が大霜府の一角ハリウド山上にあるグリフス天文墓である．

　物理天文と云ふと如何にもその幽門の學者がやることの様に在來は思はれ

て居たのであるが，現今ではこれも一部の常識となって來たので色々な方法

lcよってその普及につとめられてるる，殊にグリフス天文壼の如きはその最

も斬薪なるものs一つであって，た穿に望遠鏡がすゑつけてあって，天を覗

かせるといふにとN“まらす，館内には物理，化工，地質，天文等の研究資料

を陳列し自削ζ訪問者が見學出趨るやうになってみる．特に奥の大ド1ムの

中には最新式のプラネタリウムの設備があり，全天の肉眼星と日月諸遊星の

蓮行を短時間の中に見られる．

　一度此虚を訪れた者は成る程近來度々聞く所のL科學劇揚iとは斯様なもの

かと　At．kが行くことであらう．昨年初夏に開設せられてから，数同見學に行

き非常に興味を畳えたので，館内の歌態を湖周に記して未見の人々の参考に

供したいと希ふ者である．
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　先づ自働車をパアキングに乗りすてN，山上に立てば既に世俗を脱して済

々しい氣分となり・前庭にある天文の聖者達の立像塔の前に導かれて行く・

塔止には往時の天球儀がその二軸を北天に向けて安置せられてある・

　左の眼下には大羅府の下町方面を傭畷せしめ，遠くロングビ1チあだりを

見る・右縛すれば眞下にハリウドの繁榮をうか璽ぴ・はるかにサンタモ＝カ・

メリブ1の海鳥をながめることが二二る・若し夜此虚に來て見れば騒擾の都

は火の海の底に渡して，世界最長の市街路と云はるsウエスタンとバアモン

トとの爾街はかすかにト1レンス，かげナの先まで光りの2直線となって

見える・

　外観の美妙さに別人の如くなって館内に入る．

　　　　　　　　　　　　　フ1コ葺振子と壁i蓋

　優雅なブロンズのドアを案内入があけて直れる．入れば玄關の大盤間の貫

中に圓形の手摺がある．誰でも何だらうと思って必ず覗き込む．中には目盛

けをしたマアブルと硝子で急診た大きな盆があり，その上を翼鍮の重い球が

ブラ1リ，フラ1サと趨れて居る．此れが有名なフ1コ1振b子であって，

地球が地軸の周園を廻ってみることを見せてみるのである．

　お盆の縁に1から42までの字が一定の問隔で記されてある．よく氣をつけ

て暫く見てみると，振り子がゆれるごとに，少しづL右の方へ寄って行くの

に氣がつく．そして1時聞に1三角程一丸ち約8．4度計り動く，是は地球に

固定されだお盆がその振り子の下で西から東へ廻るからである．

　此所は約北緯34度の地鮎であるから，1三百に42時間除を要するのである．

東京の科學博物館にあるのは約北緯35度皐の所であるから1時間に9度絵，邸

ち38時間で1とめく諭するわけである．

　眞鍮の球を吊るしてみるのは40沢の鋼鐵線である．その線をつたはって覗

線は必ず天井の壁雷iに注がれる・

　線の通ってみる穴のまはりに：獣帯十二宮を示し，神話的購圖を以て象徴し

た諸星辰が1大書面をなしてみる．

なほ，その下部の壁には激闘，航空，工藝，度量衡，天文，航海等の古今
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の文化を表したものがあって，科學と人生との關係の如何に大なるかを物語

ってみる。

　　　　　　　　　　　　物理化學の部と太陽望蓮鏡

　立關を右に曲ったEJIが，西のガラリ1で6つの部屋に物理壷掘の研究資料

が陳列されてあり，その奥に8吋の望建鏡が3毫据ゑつけてあって，太陽研究

所である。

　こしに提供されたものは一々手に取って見ることは出來ないが，棚の前に

あるボタン，スウヰツチを指先で押すことに依って総てのものが自動的に實

験せられ，どんな素入にも何の危瞼もなく見學出面る様になってみて，實に

その巧妙さに驚かされる，難解なる電氣や磁氣の態々な理論も斯ふして見れ

ば，一一Ptの娯樂の如く畳えられる．訪問者の音聲を分析する振動計，現代の

尖端科學であるアトム破壌の歌態，宇宙線の探索等になくてはならぬウヰル

ソン霧函，ガイスラ1翼室管内で自由にあっかはれる放電の美しさ．藍鼠の

部では既知の原子92種の中の大部分が實艦として，或は化合物となって硝子

管に納めて並べられ，1原子の画する光線のスペクトラムを分光プリズムの

つV・た額微鏡下に見せる等，見逃すことの出來ぬ物ばかりである．是等の6つ

の部屋を見終らぬうちに，誰でも奥の一段高い所に，圓筒形の太い柱がある

のに氣がつく．その正面のスクリ1ンに晴天の相なれば，太陽の實像が映篇

されて，その日の黒聡や白斑を見せてみる．

　その右脇の所に，デスク型に製作せられた分光儀がある．その接眼鏡を左

の端にすゑて，おもむろに右に動かしつs見入れば，上から差しこむ太陽の

光線は無数のスペクFラム線となって表れてみる．壁にかkげられた種々な

太陽廃絶を見ながら，左側にゆけば，そこには分光式太陽望遠鏡がある・

　この分光儀はウヰルソン天文墓のへ1ル博士の考案にかしり，輩一のスパ

ク｝・ラム線に相當する光りだけで，太陽面の構造組織等を研究出品る仕組で

ある．今までは日食の時でなければ見ることのできなかった，色球，プロミ

ネンス等の諸現象をこれを用ぴて随時観測するのである・

　こsでは水素線かカルシウム線による太陽面を見せてみる。以上3個の太

陽望遠鏡は西のド1ムにあるシiロスタツトによって，一定の台所に光綜を
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導入節るやうになってをる淵畝タツトは合評の理を翻し温の

で，1つの鏡は時計仕掛けで太陽のme1＝iを追ぴつS他の鋤こ光線曲り・第2

の鏡はその受けた光りを固定されたレンズに反射する器械である・

　　　　　　　　　　　　　地質および新護見

　東側のホ1ルはかなり廣く出血てるて・その中央に地球内部の構造をしめ

すための模型があり・喧火山・地震等の研究資料があり・油田の講鳳底物

の標本，グリフスパ1クの地質學的解剖岡，バード少將等の極地探瞼より得

たる珍奇なる鳥眞・その他のものが陳列されてある

　その奥の眞ん中に日月食の理をあらはす装置があって，電文で動かして見

ることが出來る・

　　　　　　　　　　　　　　月の模型と日蝕

　立關の奥で一段高くなった所を南のガラリ1と呼ぶことは，左右に小さい

ルームがあるのみで，右側の壁にはウヰルソン天文壼で撮影した星團や星雲

の透し総があり．日蝕の實況を見せてみる．左側の奥の小高い所には實に細

密につくられた月の模型がある．常に天界遠く24萬哩の彼方にある月を，

500哩の近くまで呼び寄せてながめたものである．山あり，谷あり，李原あ

の，若し自分等が他の星へゆき大きな望遠鏡で地球をながめたら，あの様に

見えるのではなからうかなどS色kなことを室想させる．

　　　　　　　　　　k　t　th　＊
　晴れた夜なれば8時から東のド1ムにある12吋の心止儀式大望登仙で天艦

を見せる．これも忘れすに見なければならぬものである．

　　　　　　　　　　　　　　プラネタリウム

　L涼み褻またはじまった星の論「といふ川柳がある．今までやってみた片

相手の張い將棊も面白くなv・ので，向ふへおしやって新に加はつた隣りの爺

さんの星の話に花が険いて，すY”み壼は忽ちにして，天文研究所となった・

何といっても天文を論ずるには實物の天盟を，指差しつSやるに限る・しか

し，1夜話なればすY’一み蔓でもよいが，1通り天艦の運動を研究し，説明する

のには，その運行が極めて増々たるものであるから，スピ1ド時代の速成教

育には聞に合はない，
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　そこでドイツのツァイス會就のパウエルスフエルト博士が長年月の苦心の

結果設計し，製作したのがこのプラネタリウム（遊星儀）といふ精巧の極みを

つくした適確面魂機である・

　殊にグリフスプラネタリウムの映篇機は，その最新式のもので123個の幻

燈器が2個の廻轄軸に取つけられ，点画仕かけで自由自在に操縦されるので

ある．

　映詩意は2部に分かれて，その1ツは恒星部，他は遊星部である．その他天

の川や緯経圃を現す附属装置がある．公命部は肉眼星，帥ち1等星より6等星

まで4500の星を映爲しつs地軸と並行の極軸のまわりを廻面する・

　遊星部は前者の反封側におかれてあって，前の軸より23度孚だけ傾V・た黄

道軸を申心としてまわりつs太陽，月，水星，金星，火星，木星，土星の8大

白面をうつし出すのである，天王，海王，冥王の3遊星は肉眼で見へぬから

省略してある

　準日，午後3時と8時の10分前頃に奥の大ド1ムの・ドアあけられ，プラネ・タ

リウムを使用して天文講話がある．

　憾め求めておいた通舞を渡して入場する．あまり遠くの方へ行かすにs入

口の近所に座席をしめる．そしてドアの方が拓北であることを這えておく・

座席について眼が慣れてくると，自分は羅府の中心地黙にみるのだといふこ

とがわかってくる．

　丸天井は帥ち大室である鴨居のあたりに，昏黄の四方の風景が墨絵の如く

浮び上がって見える．定刻前からさわやかなメロデ1の書樂が奏せられて・

なんとなく夕暮の哀れな氣分になって行く・來會者のひそひそ話もとぎれど

ぎれになる頃，漸く闇の幕は鎮されて，全天4500の星辰は2，3の遊星をまじ

えて爲し出される．その時今まで常に忘れてみた星室の美妙さに心をうばは

れる．

　し如何なる星のもとにや生まれけん■と自分の星をさえさがしだくなる．

　やがて篇し出さるれ臨海圃によって，講話が始められる．講師は實になれ

たもので，その明解なる語調と矢形のフラッシュライトによって，聞くもの

をして天涯無蓬の境域に遊ばしめ，北台球に棲息しては，途に終生見ること
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を得ざる南國の星室を仰がしめ・逮く北極圏内に誘導して渡せざる太陽の理

を繋，叉は千古の散沸・ギリシャの哲人アルキメ5“x・ポシドニウス，

ピタゴラス等或はアレキサンドリヤのトレミ1が眺めたりし，星の激々を示

し12，000年の後には北極星の位置をつぐとV・ふ，七夕の織姫ヴエ1ガの輝く

姿を指し・實にわっか1時間のあひだに全天を見つくして・あますところが

ないV・つしか御かなる音樂は曙の光をよび，來三者は夢よりさめたるもの

N如く，再び現し世に蘇らされるのである・これで二巴劇揚としての，グリ

フス天文壼の見學もすんだわけである．

　終bにいろいろ筆者の愚閥に懇切な御教示をして下さった，副i墓長クロ1

ノレ博士と貴重な紙面を多大にお割き下さった，加毎の方に厚く謝意を表しつ

｝、筆を才旧く．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1936v　】．　8）

　拝啓　爾來御疎遠に打過ぎ候．貴會愈々御隆盛大賀此事と存候・當地北米支部も，

新山艮の御紹介も出嚇す，且つ何等の天文観測報告も致さす，誠に汗顔の至bと存候．

　昨年口1サンジルスに建築され候プラネタリウムに就て，何か御報告申すべき心組

にありし轟此程高村氏なる天文愛好家によりて，上記の如きプラネタリウムの詳細

なる記事が當地登行の日本字新聞に一丁ぜられ候故，切取bて御門b申上平・租國大

阪にも近々プラネタリウムが出現せんとする折柄，天界誌上に御載せ下さればと存じ

候

　私片桐として，高村氏は未知の人に御座候へども，近々ロiサンジルス市に出向き，

面會致す心算に御座候其際，幸に天界に揚載下さらば，事後承諾を願ふつもうに

候。早々

　　　1月28目　　北米加州プロ1レi市　 長田政二

　因みに，ロ市プラネタリウムの事は天界171號349頁にもあります。Griffith

Observatoryをグリフィスと書かないで，グリフス天文台と書かれるのは流

石に日本に居ては氣の附かないことだと感ひさせられます．（編瞬）


